


















発点であり, 様々な試みが行われている. その中で, 授
業の実践記録や, 小学生による観察記録・観察カードや
作文を取り上げた研究事例 (川崎 2006, 黒田＆山本
2012, 小林 2010, 宮本 2004, 宮本 2009) は多くあるが,
一人の子どもが数か月継続して観察した記録について考
察した研究は, なかなか見当たらない.
図 1～10 は, 著者が小学校 1 年生であった 1960 年 5
月 5 日から 9 月 18 日にかけて書いた, アサガオの観察
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るには, もちろん, 教師や家族など, 大人の関わりもあっ
てのことと考えられる.
ところで, 数十年経ってあらためてこの観察記録を読








の記述のみならず, 測定したり, 予測したり, 考察した
りといった科学的活動 (高安 2014) も含まれている.
観察し記録した当時には全く気付いていないことである
が, 科学としての営みも行われているのである.





図 2 は, 芽生えから双葉の展開に至る段階の記録であ





図 3 では, 少し垂れ下がっていた葉が, ピンと伸びて
きたことについて, 植え替えたためかと, 原因を考察し










図 5 では, 本葉の形や色の変化に気付き, 茎と葉の違
いにも気付いている. また, この観察記録には, 感情表
現があまり見られないが, 珍しく, 蔓がはやく伸びるこ
とを期待している記述がある.





図 7 では, 蕾の出現と成長, 開花を観察している. ど
ういう色の花が咲くのかを楽しみにし, 明日花が咲くと
予測し, 早起きの計画を立てて実行している.
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図 1. 著者が小学校 1 年生の時のアサガオの観察記録より：最
初と最後の記録
図 2. 芽生えから双葉の展開 図 4. 葉にナンバーをつける ＆ 上から観察する
図 3. 新しい葉の出現の観察と葉の萎れについての考察
図 8 では, 花が次々と咲いては萎み, 枯れていく様子
を観察している. 併せて, めしべやおしべの記録も見ら
れる. 母親との会話も記述されている. この後, 押し花・
押し葉を作って, 貼り付けている.





図 10 では, 種子が成熟していく様子を観察している.
外形だけでなく, 内部も見ていて, 次世代の子葉も観察
している. ｢双葉のような｣ という記述はあるが, これ








る. ここまでの観察を経て, 最後に, 図 1 の右側の記録
に至っている.




ま掲載した. ただし, 観察記録欄の ( ) 内は, 描かれ
た図から読み取れるアサガオの高さ (cm) である. ま
た, 父母の関与が記されている部分には, 下線を引いた.
その他の欄は, 観察記録からそれぞれの項目に該当する


























































に重点が置かれているが, 上記の分析によれば, 1 年
生でも基礎的な科学の営みは可能であるといえる. 黒




表 1 の ｢後で学ぶこととの繋がり｣ には, ( ) 内に
小学校の理科で学ぶ時期を記入してある. ( ) の記入
がないところは, 中学校以降で学ぶ内容である. 植物の




学ぶのは, 小学校 3 年生以降の理科の授業となる. 著者
の観察記録には記されていない ｢根｣ についても, 2 年
生の生活科では, 畑で育てる作物の収穫を介して知るこ
とになり, 3 年生では, 植物のからだのつくりとして,
｢根・くき・葉｣ について学ぶ. 小学校 1 年生で詳細な





























た人も多い. 荒居 (2013) は, ｢目的意識があいまいな
ので, どこに視点を置いて観察すればいいのか, いまい
ちわからない｣ ことが, 観察が苦痛だったり楽しくなら
ない理由だと述べている. 小林 (2010) も, ｢何をよく
見るのか具体的にしてやることが大切｣ と述べている.
宮本 (2009) は, ｢見る視点を与える発問, 比べる視点
を与える発問, 体験したことをことばで表すように促す
発問｣ などの工夫 (宮本 2004) を経て, ワークシート
の工夫も重ね, ｢児童が楽しんで書きながら観察の仕方
を学ぶことができた｣ 授業を開発し, 報告している.























日本福祉大学子ども発達学論集 第 7 号
― 33 ―
日本福祉大学子ども発達学論集 第 7 号 2015 年 1 月
― 34 ―
表 1. アサガオの観察記録 (記述部分) の分析




































































































































































































































































































8月11日 せっかくたねができるとおもったらきいろくなってかれかけました. 花の枯死 花の一生
8月18日 みがはじめてなりました. こいみどりでぜんたいにふくらんでおります. 結実 結実(小3)
8月23日 まんなかにまあるいうすみどりのものがはいっていました. 種子の内部 種子の構造(小5)
8月27日




































みをちぎって, たねをとりました. ちいさいみには, 一つしかはいっていません. お
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